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(57)【要約】
　光学データ記憶ディスク用カートリッジは、モノリシ
ックのシェルおよびシートメタルカバープレートを含む
。シェルは、光学データ記憶ディスクを保持するキャビ
ティをともに規定する横方向の壁および床を含む。カバ
ープレートがシェルの横方向の壁の上面に当接した状態
で、カバープレートがシェルに取付けられる。光学ディ
スクは、ディスクのデータ側がカバープレートに面した
状態でディスクキャビティに収納される。シートメタル
シャッタはカートリッジの端縁に巻き付けられ、光学デ
ィスクの一部がカバープレートのシャッタ窓から露出さ
れる開放位置と、シャッタがシャッタ窓の上に横たわる
閉鎖位置との間で摺動可能である。カートリッジは非常
に丈夫で作製が容易である。光学ディスクのデータ側の
すぐそばでシートメタルを用いることにより、非常に短
波長のレーザでディスク上のデータを読出したり、また
は記録することが可能となる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学データ記憶ディスク用カートリッジであって、
　ディスクキャビティを有するモノリシックのプラスチックシェルを備え、前記ディスク
キャビティは床および横方向の壁によって境界をつけられ、前記横方向の壁は前記ディス
クキャビティを横方向に取囲み、前記カートリッジはさらに
　前記ディスクキャビティ内に位置する光学データ記憶ディスクと、
　前記シェルに取付けられるシートメタルカバーとを備え、前記シートメタルカバーは前
記ディスクキャビティを囲むように前記横方向の壁の上面に当接し、前記シートメタルカ
バーにシャッタ窓が形成され、前記カートリッジはさらに
　前記カートリッジの端縁に巻き付けられるシャッタを備え、前記シャッタはカバープレ
ートに隣接する保護フラップを備え、前記シャッタは、前記光学ディスクの一部が前記シ
ャッタ窓から露出する開放位置と、前記保護フラップが前記シャッタ窓の上に横たわって
前記光学ディスクを隠す閉鎖位置との間で前記カートリッジの前記端縁に沿って摺動可能
である、カートリッジ。
【請求項２】
　前記プラスチックシェルは複数のプラスチック組立ポストを備え、前記組立ポストの各
々は前記シートメタルカバーの孔を貫通して突き出しており、前記シートメタルカバーを
前記プラスチックシェルに対して保持するために前記組立ポストの各々の端にマッシュル
ームキャップが形成される、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項３】
　前記孔の各々の周りに凹部が形成され、前記凹部の１つに各マッシュルームキャップが
形成される、請求項２に記載のカートリッジ。
【請求項４】
　前記光学データ記憶ディスクのデータ側は前記シートメタルカバーに面する、請求項１
に記載のカートリッジ。
【請求項５】
　前記光学データ記憶ディスクの前記データ側の中心孔の周りに環状の隆起リムが形成さ
れる、請求項４に記載のカートリッジ。
【請求項６】
　前記光学データ記憶ディスクの非データ側は前記シェルの床に面し、前記ディスクの前
記非データ側に前記ディスクの中心孔と同心円状に磁気リテーナリングが取付けられる、
請求項４に記載のカートリッジ。
【請求項７】
　前記シェルの寸法は約３６ｍｍ×３６ｍｍ×３ｍｍである、請求項１に記載のカートリ
ッジ。
【請求項８】
　前記シートメタルカバーは実質的に平面である、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項９】
　前記シャッタは締付けフラップおよび端縁壁を備え、前記端縁壁は前記保護フラップと
前記締付けフラップとを接続する、請求項８に記載のカートリッジ。
【請求項１０】
　前記締付けフラップは、前記シートメタルカバーに形成される浅い凹部内に設けられる
、請求項９に記載のカートリッジ。
【請求項１１】
　前記シートメタルカバーは複数のプラスチック組立ポストによって前記プラスチックシ
ェルに取付けられ、前記組立ポストの各々は前記シートメタルカバーの孔を貫通して突き
出しており、前記シートメタルカバーを前記プラスチックシェルに対して保持するために
前記組立ポストの各々の端にマッシュルームキャップが形成され、前記孔の各々の周りに
環状の凹部が形成される、請求項１０に記載のカートリッジ。
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【請求項１２】
　前記シートメタルカバーは複数の横方向の端縁を備え、前記端縁の各々は、前記プラス
チックシェルの前記横方向の壁の１つの中の凹部内に設けられる、請求項１１に記載のカ
ートリッジ。
【請求項１３】
　光学データ記憶ディスク用カートリッジを作製する方法であって、
　プラスチックシェルを提供するステップを備え、前記プラスチックシェルはディスクキ
ャビティを有し、前記ディスクキャビティは床および横方向の壁によって境界をつけられ
、前記横方向の壁は前記ディスクキャビティを横方向に取囲み、前記プラスチックシェル
はさらに複数のプラスチック組立ポストを備え、前記方法はさらに
　複数の孔を有するシートメタルカバーシートを提供するステップと、
　前記ディスクキャビティ内に光学データ記憶ディスクを配置するステップと、
　前記ディスクキャビティ内の前記光学データ記憶ディスクを囲むように前記シートメタ
ルカバーシートを前記プラスチックシェルに隣接して配置するステップとを備え、前記組
立ポストの各々は前記孔の１つを貫通して突き出しており、前記方法はさらに
　シートメタルカバーを前記プラスチックシェルに対して保持するキャップを形成するた
めに前記組立ポストの各々の端部を加熱するステップを備える、方法。
【請求項１４】
　前記シェルの端縁の周りにシャッタを嵌合させるステップを備える、請求項１３に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記組立ポストの各々の端部を加熱するステップは、こてを用いて加熱するステップを
備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記組立ポストの各々の端部を加熱するステップは、超音波工具を用いて加熱するステ
ップを備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記光学データ記憶ディスクに磁気リテーナリングを貼付けるステップを備える、請求
項１３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　この出願は、ここに引用により全文が援用されている、２００３年４月２５日に提出済
の出願番号１０／４２３，０９７の一部継続出願である。この出願は、同じくここに引用
により全文が援用されている、２００３年４月２５日に提出済の出願番号１０／４２３，
７０１と関連している。
【０００２】
　発明の分野
　この発明は大容量データの記憶に関し、特に、ポータブルな計算装置内の業界標準のメ
モリカードスロットと互換性のある光学データ記憶ディスク用カートリッジに関する。
【背景技術】
【０００３】
　発明の背景
　消費者エンターテイメント技術は、モバイルエンターテイメント用高解像度カラーディ
スプレイに向かっている。次第に消費者はエンターテイメントを持ち歩くことを望んでい
る。全国を移動する旅行者および町を移動する通勤者は、携帯電話、パーソナルデジタル
アシスタント（ＰＤＡ）およびポータブルコンピュータ上のゲーム、音楽およびビデオエ
ンターテイメント活動を熱心に追求している。しかしながら現時点では、ゲーム機、ホー
ムシアターおよびＤＶＤ搭載コンピュータから消費者が期待するようになったものと比べ
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てこのエンターテイメント体験は限られており、原始的でさえある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　主な問題はデータの記憶である。高性能のデジタルエンターテイメントはデータ集約型
であり、それは日増しに成長しているというのが実情である。従来の「フォームファクタ
」が小さい、コンパクトフラッシュ（登録商標）カード、ＳＤフラッシュカード、メモリ
スティック（登録商標）および他の固体メモリデバイスなどのポータブルな媒体は、高品
質のエンターテイメント体験に必要とされる１メガバイト当たりの容量および値段を実現
させることが単純に不可能である。固体メモリカードに大容量の内容を記録することは費
用がかかりかつ非実用的であり、その内容を有効に固定することは非常に困難である。
【０００５】
　ブロードバンドインターネットアクセスによって高品質のゲームおよび映画がモバイル
消費者電子デバイスに配信されるだろうと予測する専門家もいるが、成功するには大きな
障壁がある。携帯電話ネットワークは音声通信を伝送するよう設計されており、大容量の
データ伝送に対しては単純に効率的でない。セル接続は必要速度を達成できず、不感帯や
通信の途切れが頻繁に発生して当てにならないことがよく知られている。現在携帯電話に
ゲームが配信されているが、ゲームプレイおよびゲーム環境の質はコンソールのそれの足
元にも及ばない。
【０００６】
　ＷｉＦｉ、すなわち８０２．１１、無線はデータ伝送用に設計されており、ＷｉＦｉホ
ットスポットの増加は、大量のデータをモバイル装置に配信するのに表面上は魅力的に見
える。複数のユーザに対するインターネットアクセスおよびＥメールの適用例はＷｉＦｉ
によって容易に対応できる。しかしそれでも、ストリーミングおよび複数参加型ゲームな
どの対話型コンテンツおよび高品質のビデオまたは映画を、何百万とまではいかなくても
何千ものユーザのために同時に管理することはどんなネットワークにとっても大変なこと
である。セキュリティもまたＷｉＦｉの問題であり、コンテンツのプロバイダが潜在的な
海賊行為に晒されている。
【０００７】
　さらに、データ記憶問題も依然として存在する。如何なる種類のネットワーク化された
配信システムも実行可能であるためには、モバイル消費者デバイスはかなりの記憶量を埋
込んで、大量のダウンロードされたゲームおよび映画ファイルを保持し、かつゲーム中の
プレーヤーの進行を追跡しなければならないであろう。おそらくネットワーク化されたコ
ンテンツ配信についての最も重大な問題は費用である。ＤＶＤ品質の映画をインターネッ
ト上で送信するには３０ドルよりも多くかかり得ると見積もられている。
【０００８】
　ディスクによる流通費用はずっと低い。さらに説得力のあるのは、最近のＤＶＤ売上げ
の急増によって証明されるように、消費者は高価なコンテンツをディスクで購入すること
を好むことを一貫して示し続けているという事実である。
【０００９】
　明らかに、モバイルエンターテイメント業界は、ポータブルで高品質のエンターテイメ
ント体験への高まる需要を満たすための経済的でフォームファクタが小さい、安全な記憶
技術を必要としている。また、大量のデータを保持可能な記憶装置は、本土防衛活動に関
連して用いられるポータブルコンピュータなどの、他の分野でも適用されることが期待さ
れる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　発明の要約
この発明に従ったカートリッジの第１の実施例は、シートメタルシースと、好ましくはプ
ラスチックからなる挿入部とを含む。シースは好ましくは折り返された１枚のシートメタ
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ルからなり、曲げ領域の互いに対向する壁部を形成する。好ましくはプラスチックからな
る挿入部がシースに挿入され、壁部がたとえばスポット溶接によって互いに取付けられて
、小型で構造的に堅固なユニットを形成する。挿入部は開口部を有し、この中にデータ記
憶ディスクが配置される。ディスクは好ましくはハブを有さず、シースの開口部を介して
スピンドルによってアクセス可能である。壁部の１つは、ディスクのデータ領域へのアク
セスを可能にする窓と、カートリッジがディスクドライブの内部にないときに窓を覆って
ディスクを保護するシャッタとを有する。
【００１１】
　メタルシースを用いることにより、カートリッジ組品をその構造的整合性を損なうこと
なく非常に薄く（たとえば２．８ｍｍ以下の厚み）作ることができる。この構造を用いれ
ば、カートリッジは大量のデータ（たとえば２ギガバイト以上）を、一般にデータカード
との使用に設計される小型の業界標準のスロットに与えることができる。１つの例は、多
くのＰＤＡおよび他の小型コンピュータで用いられるコンパクトフラッシュ（登録商標）
スロットである。壁部同士のスポット溶接は、接着剤またはそれに付随する硬化時間なし
で非常に迅速に実行することができる。
【００１２】
　理想的には、この発明のカートリッジは上述の出願番号１０／４２３，７０１に記載の
種類のディスクドライブとともに用いられる。
【００１３】
　この発明の第２の実施例では、カートリッジは、ディスクキャビティを規定するために
形成されるモノリシックのシェルを備える。シェルは好ましくはプラスチックからなる。
ディスクキャビティは床および横方向の壁によって境界をつけられ、横方向の壁はディス
クキャビティを横方向に取囲む。光学データ記憶ディスクがディスクキャビティ内に位置
する。シートメタルカバープレートが横方向の壁の上面に当接する。カバープレートにシ
ャッタ窓が形成され、シートメタルシャッタがカートリッジの端縁に巻き付けられる。シ
ャッタはカバープレートに隣接する保護フラップを含む。シャッタは、光学ディスクの一
部がシャッタ窓から露出する開放位置と、保護フラップがシャッタ窓の上に横たわって光
学ディスクを隠す閉鎖位置との間でカートリッジの端縁に沿って摺動可能である。
【００１４】
　このように、ディスクの一方の主要面および端縁はシェルによって囲まれ、ディスクの
他方の主要面はカバープレートによって覆われる。
【００１５】
　ディスクは、そのデータ側がカバープレートに面して非データ側がシェルに面した状態
でディスクキャビティに収納される。カバープレートに形成されるシャッタ窓により、デ
ィスクのデータ領域の一部および中心孔を露出することができる。シャッタは、端縁壁に
よって保護フラップに接合される締付けフラップを含む。締付けフラップはシェルに隣接
して位置する。
【００１６】
　ディスクは好ましくは、その中心孔の周りでその非データ側に接着される磁気リテーナ
リングを有する。ディスクは、磁気リテーナによってディスクドライブのスピンドルモー
タのシャフトに締付けられる。
【００１７】
　シェルのラッチキャビティに収納されるプラスチックラッチは、カートリッジがディス
クドライブ内にないときにカバープレートの窓を覆う位置でシャッタを保持する。カート
リッジがディスクドライブに挿入されると、ディスクドライブのピッカアームがラッチを
解放してシャッタを開くことができるようになり、ディスクのデータ領域および中心孔を
露出する。
【００１８】
　第２の実施例のカートリッジは比較的安価に製造でき、光学ディスクを保護するための
構造的に頑強な筐体を提供する。ディスクのデータ側に比較的薄いシートメタルカバーシ
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ートを用いることにより、ディスクドライブの光学ピックアップユニット（ＯＰＵ）が、
４０５ｎｍ青色レーザ光などの非常に短波長の放射を用いてディスクからデータを読出す
ことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　発明の説明
　図１Ａおよび図１Ｂはこの発明に係るカートリッジ１０の斜視図である。両図に含まれ
るのは、好ましくはプラスチックからなる挿入部１０２、および、シートメタル、好まし
くはステンレス鋼からなるシース１０４である。挿入部１０２を本明細書中では「プラス
チック挿入部」と呼ぶが、挿入部１０２は、金属、セラミック、フェノール性リネン、材
木、複合材料、圧縮紙または他の繊維などの他の材料からなり得ることが理解されるであ
ろう。図１Ａはカートリッジ１０の上部側を示し、図１Ｂはカートリッジ１０の底部側を
示す。図２Ａおよび図２Ｂは、それぞれカートリッジ１０の上面図および底面図である。
これらの図にはさらにシャッタ開口部１０６、シャッタ１０８、およびスピンドル開口部
１１０が見られる。図２Ａに示されるように、カートリッジ１０に凹部１９３が形成され
る。凹部１９３はドライブの機構と相互に作用して、カートリッジ１０がドライブに挿入
された後にカートリッジ１０をドライブ内に保つ。凹部１９３は図１０Ａおよび図１０Ｂ
にも示される。
【００２０】
　図３は、底部側から見たカートリッジ１０の分解図である。示されるように、シートメ
タルシース１０４は好ましくは、曲げ領域１２２で折り返された単一のシートメタル片か
らなり、曲げ領域１２２の互いに対向する底壁部１０４Ｂおよび上壁部１０４Ｔを形成す
る。プラスチック挿入部１０２は、矢印１２８によって示される方向にシース１０４に挿
入される。プラスチック挿入部１０２は光学データ記憶ディスク１１６を囲む開口部１２
４を含み、プラスチック挿入部１０２の一つの端縁は、開口部１２４に通じる空隙１２６
を有する。カートリッジ１０が完全に組立られると、プラスチック挿入部１０２の空隙１
２６はシース１０４の曲げ領域１２２に隣接する。３つのタブ１３０（このうち２つのみ
が目に見える）が、円弧形状の開口部１２４の端縁から半径方向内向きに突き出す。ディ
スク１１６はカートリッジ１０の組立時にタブ１３０上に載っており、その後プラスチッ
ク挿入部１０２がシース１０４に挿入される。他の実施例では、メタルシースは互いに離
れた壁部を含む。
【００２１】
　シャッタ１０８は上壁部１０４Ｔに隣接して嵌合し、シャッタ開口部１０６が露出する
開放位置とシャッタ開口部１０６が閉じられる閉鎖位置との間を動く。シャッタ１０８は
、シートメタルをスタンピングすることによって形成される、図１Ａに示される壁部１０
４Ｔの凹部領域１０５内を摺動する。シャッタ１０８の内面は摩擦および磨耗を低減する
ためにＰＴＦＥまたは他のコーティングでコートされ得る。開放位置と閉鎖位置との間を
動く際、シャッタ１０８はプラスチック挿入部１０２に形成されるレール１３２上を摺動
する。シャッタ１０８の摺動部１３４がレール１３２上を摺動する。シャッタ１０８のカ
ンチレバーの端のタブ１３６は、上壁部１０４Ｔの面に溶接される、好ましくはステンレ
ス鋼である金属細片１１８の下を摺動する。
【００２２】
　シャッタ１０８は、プラスチック挿入部１０２に形成されるラッチ凹部１２０に嵌合す
るラッチ１１４によって閉鎖位置にロックされる。シャッタ１０８の矩形の窓１４０は、
カートリッジ１０が外部ディスクドライブに挿入されると、ディスクドライブの特徴に係
合してシャッタ１０８を閉鎖位置から開放位置へ引くよう設計される。この実施例では、
カートリッジ１０は矢印１４２の方向にディスクドライブに挿入され、ユーザがカートリ
ッジ１０を手で掴むのを助けるために一対のギザギザの領域１４４がプラスチック挿入部
１０２に設けられる。第２のギザギザの領域１４４はプラスチック挿入部１０２の上方角
近傍に位置しており、図３では目に見えない。



(7) JP 2009-505328 A 2009.2.5

10

20

30

40

50

【００２３】
　図４Ａおよび図４Ｂはプラスチック挿入部１０２およびシャッタ１０８を示しており、
シャッタ１０８はそれぞれ閉鎖位置および開放位置にある。図５および図６は、それぞれ
ラッチ１１４およびシャッタ１０８の詳細図である。図４Ａおよび図４Ｂに示されるよう
に、ラッチ１１４はラッチ凹部１２０内に静止している。ラッチ１１４は好ましくは成形
プラスチック、好ましくはナイロンからなる。図４Ａ、図４Ｂおよび図５に示されるよう
に、ラッチ１１４は、凹部１２０の対応する円筒形の壁と接触する円筒形の表面１４８を
有し、これによってラッチ１１４の本体１５０が、円筒形の表面１４８によって規定され
る垂直軸を中心に凹部１２０内で回転可能となる。ラッチ１１４はまたばねアーム１５２
を含み、これは曲がるのに十分薄く作られ、かつラッチ１１４を凹部１２０内に配置する
とばねアーム１５２が矢印１５４の方向に若干曲がるように本体１５０に対して角度を付
けられており、これによりラッチ１１４を図４Ａおよび図４Ｂに示される伸ばした位置で
維持することができる。この構造を用いれば、ロータリーシャフトまたはピンによってラ
ッチ１１４をプラスチック挿入部１０２および／またはシース１０４に接続させる必要が
ない。部品が非常に小型であらねばならない際にこれは重要な特徴である。
【００２４】
　ラッチ１１４はまた、シャッタ１０８が閉鎖位置にあるときにシャッタ１０８のタブ１
５８と噛み合うノッチ１５６を含む。シャッタ１０８が閉じられると、ばねアーム１５２
によって与えられるばね力が、タブ１５８がノッチ１５６に係合したままであるようにラ
ッチ１１４の本体１５０を回転させる。典型的にカートリッジ１０をディスクドライブに
挿入することによってシャッタ１０８を開けるときは、ディスクドライブの外部特徴（図
示せず）が傾斜面１６０に接して摺動し、これによってばねアーム１５２の力に対抗し、
ノッチ１５６がプラスチック挿入部１０２内へ後退してタブ１５８から外れるように本体
１５０を強制的に回転させる。ノッチ１５６とタブ１５８とが離されると、外部特徴（図
示せず）が窓１４０に係合し、シャッタ１０８を閉鎖位置から開放位置へ動かす。カート
リッジ１０をディスクドライブから取り出すと、外部特徴はシャッタ１０８を開放位置か
ら閉鎖位置へ摺動させ、タブ１５８は傾斜面１６２（図５参照）上を摺動して、タブ１５
８が傾斜面１６２を通過して再びノッチ１５６内に静止するまで再びラッチ１１４を後退
させる。
【００２５】
　図８はシートメタルシース１０４を取外したカートリッジ１０の上面図であり、凹部１
２０内のラッチ１１４の位置およびラッチ１１４の回転軸１９０の場所を示している。図
８にはまた、ノッチ１５６とタブ１５８との係合も示される。
【００２６】
　シャッタロック機能を提供する多数の他の方法があることが理解されるであろう。この
発明は上述の例に限定されるものではなく、むしろシャッタを制御するための多種多様な
代替的な技術を利用し得る。
【００２７】
　再び図３を参照して、シートメタルシース１０４は、上壁部１０４Ｔから突き出す金属
タブ１６４Ａおよび１６６Ａを含む。シース１０４が緩んだ状況にあるとき、タブ１６４
Ａおよび１６６Ａの端は底壁部１０４Ｂに当接する。図４Ａを参照して、プラスチック挿
入部１０２にスロット１６４Ｂおよび１６６Ｂが形成されており、タブ１６４Ａの寸法は
スロット１６４Ｂの寸法とほぼ同一であり、タブ１６６Ａの寸法はスロット１６６Ｂの寸
法とほぼ同一である。つまり、タブ１６４Ａおよび１６６Ａは、それぞれスロット１６４
Ｂおよび１６６Ｂとピッタリと嵌合する。
【００２８】
　プラスチック挿入部１０２およびシートメタルシース１０４の組立前に、ディスク１１
６が開口部１２４内に配置され、タブ１３０上に載っている。そして壁部１０４Ｔと１０
４Ｂとが若干離され、タブ１６４Ａがスロット１６４Ｂ内にありタブ１６６Ａがスロット
１６６Ｂ内にあるようになるまでプラスチック挿入部１０２がシース１０４に挿入される
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。シース１０４は好ましくはステンレス鋼などの弾性材料からなるため、壁部１０４Ｔお
よび１０４Ｂはこれを実行可能とするのに十分に曲がることができるので、曲がってその
後当初の形状へ戻ることができる。この時点で、タブ１６４Ａおよび１６６Ａの端は壁部
１０４Ｂにスポット溶接される。これにより非常に剛性の構造が生成される。
【００２９】
　カートリッジ１０の強度を高めるため、シース１０４はまた、曲げ領域１２２から横方
向に延在するタブ１６８Ａおよび１７０Ａを含む。タブ１６８Ａは図３に示されており、
タブ１７０Ａは曲げ領域１２２の対向端において同様の態様で延在していることが理解さ
れるであろう。図４Ａを参照して、プラスチック挿入部は、空隙１２６の対向側に形成さ
れる隙間１６８Ｂおよび１７０Ｂを有する。上述のようにプラスチック挿入部１０２がシ
ース１０４に挿入されると、タブ１６８Ａが隙間１６８Ｂに嵌合し、タブ１７０Ａが隙間
１７０Ｂに嵌合する。この構成により、空隙１２６の近傍において付加的な構造的安定性
がもたらされる。
【００３０】
　ディスク１１６は、通常のＣＤドライブで利用されるのと同様の、あごのあるスナップ
式のリテーナを有するスピンドルハブとともに動作するよう設計される。したがって図３
に示されるように、ディスク１１６は中心孔１１６Ａを有するが、ハブは有しない。カー
トリッジ１０が完全に組立られると、ディスク１１６は、それぞれ壁部１０４Ｔおよび１
０４Ｂの内面上に形成される、図７Ａおよび図７Ｂに示される隆起リング１８０および１
８２によって支持される。隆起リング１８０および１８２はシートメタル内にエンボス加
工される。１つの実施例では隆起リング１８０および１８２の高さは０．３５ｍｍである
。図９は、隆起リング１８０および１８２の場所を示すカートリッジ１０の断面図である
。示されるように、隆起リング１８０はスピンドル開口部１１０の周縁に位置する。図９
にはまた、シートメタルシース１０４の底壁部１０４Ｂ内のスタンピングされた凹部に嵌
合する紙ラベル１９２も示される。これはカートリッジ１０の「ラベル側」と呼ばれるこ
ともある。
【００３１】
　１つの実施例では、カートリッジ１０は、たとえば、ＰＤＡ内のコンパクトフラッシュ
（登録商標）スロットに嵌合するディスクドライブに嵌合するよう設計される。そのよう
なカートリッジの厚みは２．０ｍｍに目標付けられ得る。ディスク１１６の直径を３２ｍ
ｍとし、厚みを０．７ｍｍとして、約１．３ｍｍをカートリッジの残余に残しておいても
よい。上壁部１０４Ｔおよびシャッタ１０８がディスク１１６の一方側にあり、底壁部１
０４Ｂがディスク１１６の他方側にある。シース１０４およびシャッタ１０８が厚み０．
１５ｍｍのステンレス鋼シートからなる場合、これらの構成要素の総厚みは０．４５ｍｍ
になる。また、シャッタ１０８と上壁部１０４Ｔとの間に約．０２５ｍｍの間隙があり、
厚み０．１００ｍｍのラベルがカートリッジの一方側に配置されて、合計が０．５７５ｍ
ｍに増加する可能性もある。これにより、ディスク１１６と壁部１０４Ｔおよび１０４Ｂ
の内面との間の間隙に０．７２５ｍｍ（１．３－０．５７５）が残されるか、またはディ
スク１１６の各側に０．３６２５ｍｍが残される。±０．０５ｍｍの垂直方向のディスク
ランナウトを前提として、特徴サイズおよび位置公差ならびにスピンドルおよびディスク
－スピンドルインターフェイスに起因するいずれのランナウトについても０．３１２５ｍ
ｍの間隙が残る。
【００３２】
　これと比較して、カートリッジの上壁および底壁がプラスチックからなる場合、安定し
た構造であるためには、シートメタルに対する０．１５ｍｍの代わりに約０．３２ｍｍの
オーダの最小限の厚みが必要となる（シャッタの厚みは同一のままである）。また、プラ
スチックの壁の平坦性のばらつきのために０．０７ｍｍを見込んでおく必要がある。した
がって、ディスクの各側における０．３１２５ｍｍの間隙は０．０７２５ｍｍに減少させ
られることになる（０．３１２５－（（０．３２－０．１５）＋０．０７）））。これは
、スピンドルに起因するランナウトなどの残りの変数に対応するには小さすぎる。



(9) JP 2009-505328 A 2009.2.5

10

20

30

40

50

【００３３】
　本発明に係る代替的な実施例が、カートリッジ２０を図示する図１１～図１５に示され
る。
【００３４】
　図１１Ａおよび図１１Ｂはカートリッジ２０の２つの分解図であり、図１１Ａは上から
見た図であり、図１１Ｂは下から見た図である。カートリッジ２０は、典型的にプラスチ
ックからなるシェル２００、シートメタルからなるカバープレート２０２、シャッタ２０
４、光学データ記憶ディスク組品２０６、およびラッチ２０８を含む。
【００３５】
　カートリッジ２０の詳細な構造および組立方法を説明する。
　図１２Ａおよび図１２Ｂは、それぞれ外側および内側からのシェル２００を図示してい
る。シェル２００はレンズ等級ポリカーボネートからなり、標準的な射出成形プロセスに
よって製造され得る。１つの実施例ではシェル２００の横方向の寸法は約３６ｍｍ×３６
ｍｍであり、シェル２００の厚みは約３ｍｍである。シェル２００は前縁２１７および後
縁２１８を有する。後縁２１８は弓形形状（たとえば半径≒７８ｍｍ）であり、前縁２１
７および側縁は一般に直線的である。
【００３６】
　図１２Ａに示されるように、シェル２００の外側は、シェル２００の周囲部分に対して
０．２ｍｍだけ凹み得る浅い凹部２１４および２１６を有する。以下に説明するように、
シャッタ２０４の一部は凹部２１４内を摺動し、凹部２１６は映画ラベルなどの印刷物を
保持するのに使用することができる。アライメントホール２２２Ａおよび２２２Ｂはディ
スクドライブ内の対応するアライメントポスト（図示せず）の上に嵌合し、確実にカート
リッジ２０がドライブ内に正確に位置決めされるようにする。後縁２１８の近傍には、幅
が約０．４ｍｍで０．６ｍｍだけ離された３つの長手方向の溝２１９があり、カートリッ
ジ２０をディスクドライブに挿入する際にユーザがカートリッジ２０を掴むのを助ける。
【００３７】
　図１２Ｂに示されるように、シェル２００の内部は、床２０１、ならびに４つの内壁２
１１Ａ～２１１Ｄおよび４つの外周壁２１２Ａ～２１２Ｄを含む複数の横方向の壁を含む
。外周壁２１２Ａ～２１２Ｄの各々は、シェル２００の外周の一辺に沿って走る。内壁２
１１Ａ～２１１Ｄの各々は全体として円弧形状に形成される。床２０１、内壁２１１Ａ～
２１１Ｄおよび外周壁２１２Ａ～２１２Ｄの一部はともに、ディスク組品２０６を保持す
るのに用いられる全体として円形のディスクキャビティ２１０を規定する。さらに以下に
説明するように、シェル２００の内側から見ると、外周壁２１２Ｄは外周壁２１２Ａ～２
１２Ｃよりも厚い。シェル２００の１つの角では、内壁２１１Ａならびに外周壁２１２Ａ
および２１２Ｄの一部が、ラッチ２０８を保持するのに用いられるラッチキャビティ２０
７を形成する。ラッチキャビティ２０７内、ならびに内壁２１１Ｂ～２１１Ｄおよび外周
壁２１２Ａ～２１２Ｄによって形成される３つのキャビティ内に位置する５つの組立ポス
ト２１３を用いて、カバープレート２０２をシェル２００に取付ける。
【００３８】
　図１２Ａおよび１２Ｂから明白なようにシェル２００は好ましくはモノリシックである
、すなわち、シェル２００は好ましくは単一の一体化した材料片で形成される。シェル２
００は好ましくはプラスチックからなるが、金属などの他の材料を使用してシェル２００
を作製してもよい。
【００３９】
　図１２Ｃは、シェル２００の前縁２１７の周りの領域の詳細図である。外周壁２１２Ｂ
に凹部２０９が形成される。凹部２０９はディスクドライブの爪（図示せず）と相互に作
用して、カートリッジ２０が完全に装填された際にカートリッジ２０をドライブ内に保つ
。
【００４０】
　図１２Ｄは、図１２Ｂの断面線１２Ｄ－１２Ｄでとられた、ラッチキャビティ２０７内
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の組立ポスト２１３の断面図である。示されるように、組立ポスト２１３は内壁２１１Ａ
および外周壁２１２Ａよりも若干上方の高さまで上向きに延在する。以下に説明するよう
に、組立ポスト２１３内のこの追加的な材料は溶融されて、カバープレート２０２をシェ
ル２００に取付けるためにマッシュルームキャップを形成する。
【００４１】
　図１３はカバープレート２０２の上面図である。カバープレート２０２は厚みが０．１
５ｍｍのステンレス鋼シートからなり得る。ステンレス鋼シートをスタンピングして凹部
２３０および凹部２３０内のシャッタ窓２３２を形成する。凹部２３０は、カバープレー
ト２０２の周囲部分に対して、たとえば０．２ｍｍだけ凹み得る。以下に説明するように
、シャッタ２０４の一部は凹部２３０内を前後に摺動して窓２３２を開閉する。この動き
によって交互に、ディスク組品２０６を損傷から保護し、ディスク組品２０６に記憶され
るデータを外部の光学ピックアップユニット（図示せず）によって読取可能とする。
【００４２】
　カバープレート２０２の角近傍には５つの凹型孔２３４がある。図１４Ａおよび図１４
Ｂは、それぞれ図１３の断面線１４Ａ－１４Ａおよび１４Ｂ－１４Ｂでとられた、凹型孔
２３４のうち２つの断面図である。示されるように、凹型孔２３４の端縁は、カバープレ
ート２０２の周囲表面に対して（たとえば０．１５ｍｍだけ）凹んでいる。
【００４３】
　カバープレート２０２は、凹部２３０および孔２３４の周りの凹部以外は平面である。
他の実施例では、凹部２３０および／または孔２３４の周りの凹部を省略してもよい。
【００４４】
　カバープレート２０２のノッチ２３８Ａおよび２３８Ｂはシェル２００のアライメント
ホール２２２Ａおよび２２２Ｂに沿って整列し、ディスクドライブのアライメントポスト
（図示せず）を収容する。
【００４５】
　図１５Ａ～図１５Ｄはシャッタ２０４の構造を図示する。図１５Ｃから明らかなように
、シャッタ２０４はＵ字形である。シャッタ２０４は、たとえば、厚みが０．１３ｍｍの
ステンレス鋼のシートからなり得る。カートリッジ２０が組立てられると、シャッタ２０
４は本質的にカートリッジ２０の１つの端縁に巻き付いてカートリッジ２０の当該端縁に
沿って摺動し、カバープレート２０２のシャッタ窓を交互に開閉する。図１５Ｃに示され
るように、シャッタ２０４は、端縁壁２２８によってともに接続される保護フラップ２２
４および締付けフラップ２２６を含む。図１５Ａは保護フラップ２２４の側からのシャッ
タ２０４を示し、図１５Ｂは締付けフラップ２２６の側からのシャッタ２０４を示し、図
１５Ｄは端縁壁２２８の側からのシャッタ２０４を示す。図１５Ｂに示されるように、締
付けフラップ２２６をスタンピングしてレールタブ２２６Ａおよび２２６Ｂならびにラッ
チタブ２２６Ｃを形成する。たとえば、レールタブ２２６Ａおよび２２６Ｂの幅は１．２
５ｍｍに等しく、ラッチタブ２２６Ｃの幅は０．７ｍｍに等しくてもよい。レールタブ２
２６Ａおよび２２６Ｂならびにラッチタブ２２６Ｃの長さは０．４３ｍｍでもよい。ラッ
チタブ２２６Ｃは、端縁壁２２８に対して約２０°の角度αで傾斜している。
【００４６】
　図１５Ｄに示されるように、端縁壁２２８に開口部２２９が形成される。開口部２２９
はディスクドライブ内の特徴に係合し、カートリッジ２０がディスクドライブに挿入され
る、およびディスクドライブから引き抜かれる際にシャッタ２０４を開閉するのを助ける
。
【００４７】
　図１６は、光学ディスク２４０および環状の磁気リテーナリング２４２を含むディスク
組品２０６の断面図である。図１７Ａおよび図１７Ｂは、それぞれディスク２４０のデー
タ側および非データ側からの上面図である。図１６を参照して、光学ディスク２４０の非
データ側は上向きに示され、光学ディスク２４０のデータ側は下向きに示されている。光
学ディスク２４０は直径が３２ｍｍで厚みが０．５５ｍｍであってもよく、直径が４．０
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１０～４．０２２ｍｍであり得る中心孔２４４を有する。磁気リテーナリング２４２は、
中心孔２４４と同心円状に光学ディスク２４０の非データ側に貼付けられる。
【００４８】
　図１７Ａを参照して、光学ディスク２４０のデータ領域２５０が示される。データ領域
２５０の内周の半径は６．８８ｍｍであり、データ領域２５０の外周の半径は１４．８ｍ
ｍであり得る。バーコード領域／内径グラフィックス（ＢＣＡ／ＩＲＧ）領域２５６は、
半径５ｍｍから半径５．８ｍｍまで延在する。
【００４９】
　図１８Ａは、中心孔２４４の周りの領域内の光学ディスク２４０の断面図である。非デ
ータ（上部）側では、深さが０．０５ｍｍであり得る浅い凹部２４５が、磁気リテーナリ
ング２４２が貼付けによって光学ディスク２４０に取付けられる領域内に形成される。深
さが０．２ｍｍで幅が１ｍｍであり得る円形の周縁凹部２４６を形成して、内向きに流れ
得る如何なる貼付剤も捉え、これによって貼付剤が中心孔２４４に入ることを防止する。
周辺凹部２４６は直径が６ｍｍであり得る。
【００５０】
　光学ディスク２４０のデータ（底部）側では、円形の隆起リム２４８が中心孔２４４と
同心円状に形成され、ディスク組品２０６がディスクキャビティ２１０内で囲まれた際に
光学ディスク２４０のデータ領域２５０がカバープレート２０２と接触するのを防止する
。リム２４８は高さが０．２５であり、幅が１ｍｍであり、直径が９ｍｍであり得る。隆
起リム２４８はまた、被覆層スピンコーティングプロセスで用いられる液体ラッカーが中
心孔２４４に流れ込むのを防止するため、ディスク被覆層製造プロセスにおいても有用で
ある。非データ側がディスクキャビティ２１０の床２０１上に載っている状態でディスク
組品２０６が静止位置にあるとき、隆起リム２４８とカバープレート２０２の内面との間
の間隙は約０．３５ｍｍである。
【００５１】
　リム２４８のすぐ外側にはスタンパーホルダ特徴２５２がある。凹部２４５、周縁凹部
２４６、リム２４８およびスタンパーホルダ特徴２５２は、光学ディスク２４０が成形さ
れる際に形成される。光学ディスク２４０は好ましくはポリカーボネートからなり、公知
の射出成形プロセスで形成される。ＤＶＤディスクの製造に用いられる標準的な成形プロ
セスを用いて光学ディスク２４０を製造してもよい。
【００５２】
　カートリッジ２０の厚みは２．８ｍｍに目標付けられ得る。光学ディスク２４０の直径
を３２ｍｍとし、最大の厚み（磁気リテーナリング２４２を含む）を０．９ｍｍとして、
約１．９ｍｍをカートリッジ２０の残余に残しておいてもよい。
【００５３】
　図１８Ｂは光学ディスク２４０の端縁近傍の断面図である。示されるように、光学ディ
スク２４０の端縁は５～７度の抜き勾配ｄを持って形成されており、成形されたディスク
を変形させることなくディスクを鋳型から排出することができる。
【００５４】
　図１９Ａ、図１９Ｂおよび図１９Ｃは磁気リテーナリング２４２を示す図である。磁気
リテーナリング２４２の中心孔の直径は４．５ｍｍであり、磁気リテーナリング２４２の
外周の直径は９．２ｍｍであり得る。磁気リテーナリング２４２は、厚みが０．２ｍｍの
ステンレス鋼のシート４３０または他の磁気金属から形成され得る。
【００５５】
　磁気リテーナリング２４２は、磁気リテーナリング２４２を装着ポスト上に支持し、Dy
max　３０１３－Ｔなどの紫外線（ＵＶ）硬化可能接着剤を点状に磁気リテーナリング２
４２上へ配置することによって、光学ディスク２４０に取付けられ得る。データ側を上向
きにして磁気リテーナリング２４２を凹部２４５に嵌合させた状態で、光学ディスク２４
０を磁気リテーナリング２４２上に配置する。光学ディスク２４０上に垂直方向の頂部負
荷（たとえば５～７ｏｚ）を配置し、ＵＶ光を垂直方向の頂部負荷および中心孔２４４を
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貫通させて導いて接着剤を硬化させる。垂直方向の頂部負荷は環状で、５～８ｍｍのスル
ーホールを有しているので、ＵＶ光ガイドを用いることができる。
【００５６】
　図２０Ａおよび図２０Ｃは、それぞれラッチ２０８の上面図および底面図である。図２
０Ｂはラッチ２０８の側面図である。ラッチ２０８はポリプロピレンなどの可撓性プラス
チックからなり得る。ラッチ２０８はアーム部分２５６、２５８および２６０を含み、こ
れらの各々は幅が１．５ｍｍで厚みが０．５ｍｍの細片から形成され得る。アーム部分２
５８の長さは３．４ｍｍで、アーム部分２６０の長さは７．２ｍｍであり得る。アーム部
分２５６と２５８との間の角度ａは３６°であり、アーム部分２５８と２６０との間の角
度ｂは１０５°であり得る。弧部分２６１はアーム部分２５６の端に位置する。
【００５７】
　フック２６２および解放カム２６４がアーム部分２６０の一方側から延在する。フック
２６２は一方側にカム表面２６５および対向側に掴み表面２６７を有する。カム表面２６
５はアーム部分２６０の長手方向に対して１０５°の角度を付けられていてもよく、掴み
表面２６７はアーム部分２６０の長手方向に対してほとんど垂直である。解放カム２６４
は前縁２６６および後縁２６８を有する。前縁２６６は、アーム部分２６０の長手方向に
対して約７５°の角度を付けられている。フック２６２と解放カム２６４との間にノッチ
２６３が形成される。図２０Ｂからわかるように、フック２６２および解放カム２６４は
アーム部分２５６、２５８および２６０ほど厚くない。
【００５８】
　図２０Ｄは、ラッチ２０８がどのようにラッチキャビティ２０７内に位置決めされるの
かを示す（図１２Ｂも参照）。弧部分２６１ならびにアーム部分２５６および２５８は組
立ポスト２１３の１つを囲み、アーム部分２５８は外周壁２１２Ａに接して静止している
。フック２６２および解放カム２６４は外周壁２１２Ｄの窓を貫通し、シェル２００の対
向側部の外周壁２１２Ｄに形成されるシャッタレール溝２２０内へ延在する。ラッチキャ
ビティ２０７内に組立てられると、ラッチ２０８は曲がった状況にある。図２０Ｅは、シ
ャッタレール溝２２０内へ突き出すフック２６２および解放カム２６４のさらに詳細な図
である。
【００５９】
　カートリッジ２０は、ラッチ２０８をキャビティ２０７内へ配置し、ディスク組品２０
６をディスクキャビティ２１０内へ配置し、組立ポスト２１３を用いてカバープレート２
０２をシェル２００へ取付け、かつシャッタ２０４をカートリッジ２００の外側に付ける
ことによって組立てられる。モノリシックのシェル、およびシェルの一方側に取付けられ
るカバープレートを使用することにより、カートリッジの作製が大幅に簡略化される。こ
れらのステップをより詳細に説明する。
【００６０】
　まず、弧部分２６１ならびにアーム部分２５６および２５８がラッチキャビティ２０７
内に位置する組立ポスト２１３の周りにある状態で図２０Ｄに示される態様でラッチ２０
８をラッチキャビティ２０７内に配置する。アーム部分２５６は内壁２１１Ａに当接し、
アーム部分２５８は外周壁２１２Ａに当接し、アーム部分２６０は外周壁２１２Ｄに当接
する。ラッチ２０８の動作を以下に説明する。
【００６１】
　次に、データ側を上向きにして、ディスク組品２０６をディスクキャビティ２１０内に
配置する。リテーナリング２４２はディスクキャビティ２１０の床２０１上に載っている
。光学ディスク２４０の外側端縁と内壁２１１Ａ～２１１Ｄとの間の間隙は１．０５ｍｍ
であり得る。
【００６２】
　ラッチ２０８がラッチキャビティ２０７内にありディスク組品２０６がディスクキャビ
ティ２１０内にある状態で、内壁２１１Ａ～２１１Ｄおよび外周壁２１２Ａ～２１２Ｄの
上面上にカバープレート２０２を配置し、ラッチキャビティ２０７およびディスクキャビ
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ティ２１０を閉じる。好ましくは、カバープレート２０２の横方向の寸法はシェル２００
の横方向の寸法よりも若干小さく、外周壁２１２Ａ～２１２Ｄの上面の内側端縁上に浅い
凹部が形成される。カバープレート２０２はこの凹部内に着座する。組立ポスト２１３は
、カバープレート２０２の凹型孔２３４を通って約０．２ｍｍだけ突出するように位置決
めされる。そして、はんだごてまたは熱杭工具を用いて組立ポスト２１３のプラスチック
先端部を溶融し、これにより凹型孔２３４の上方にマッシュルーム形状のキャップを形成
する。このように、組立ポスト２１３の先端部上のマッシュルームキャップによってカバ
ープレート２０２がシェル２００に取付けられる。溶融したプラスチックを孔２３４の周
りの凹部内に保ち、カバープレート２０２の側でカートリッジ２０の実質的に平坦な外面
を設けてもよい。
【００６３】
　組立プロセスの最後のステップは、シェル２００およびカバープレート２０２の外側に
シャッタ２０４を装着することである。シャッタ２０４は弾性シートメタルからなるため
、シャッタ２０４を永久に変形させることなく保護フラップ２２４と締付けフラップ２２
６とを若干離すことができる。シャッタ２０４の端縁壁２２８は、シェル２００の端縁の
周りに嵌合するのにちょうどよい幅であるよう形成される。保護フラップ２２４がカバー
プレート２０２の凹部２３０内にあり、締付けフラップがシェル２００の凹部２１４内に
ある状態でシャッタ２０４が装着される。
【００６４】
　図１２Ａに戻って、シャッタレール溝２２０は前縁２１７で始まり、シェル２２０の後
縁２１８までの距離の一部に延在する。シャッタレール溝２２０は外周壁２１２Ｄに形成
され、上述のように、外周壁２１２Ｄは外周壁２１２Ａ～２１２Ｃよりも厚く形成されて
溝２２０を収容する。図２１は、図１２Ａに示される切断線２１－２１でとられた外周壁
２１２Ｄの断面図であり、シャッタ２０４は所定の位置にある。シャッタ２０４は、レー
ルタブ２２６Ａおよび２２６Ｂならびにラッチタブ２２６Ｃがシャッタレール溝２２０内
を自由に摺動できるよう装着される。レールタブ２２６Ａおよび２２６Ｂは、シャッタ２
０４が最小限のラッキングまたは「がたつき」でシェル２００の端縁に沿って自由に摺動
可能となるシャッタ２０４の場所に形成される。
【００６５】
　レールタブ２２６Ａおよび２２６Ｂならびにラッチタブ２２６Ｃが溝２２０内にある状
態で、シャッタ２０４がカートリッジ２０上へ装着される。シャッタ２０４が溝２２０に
沿って前後に摺動すると、保護フラップがカバープレート２０２の凹部２３０内を摺動し
、窓２３２を交互に開閉する。窓２３２が開くと、中心孔２４４およびデータ領域２５０
の半径部分が露出し、これにより中心孔２４４がスピンドルモータによって係合され、デ
ータ領域２５０からデータを読出すことが可能となる。同様に、シャッタ２０４が前後に
摺動すると、締付けフラップ２２６がシェル２００の凹部２１４内を前後に摺動する。
【００６６】
　上述のように、溝２２０をラッチキャビティ２０７から離す窓が溝２２０の側部に形成
される。窓は、シェル２００の床２０１からの行程の一部分しか延在しない。フック２６
２および解放カム２６４はこの窓を貫通して溝２２０内へ突出する。図２０Ｂに示される
ように、フック２６２および解放カム２６４はラッチ２０８の全厚みにわたって延在しな
い。このためフック２６２および解放カム２６４が窓を貫通して延在することが可能とな
り、ラッチ２０８をラッチキャビティ２０７内に安定して位置決めする助けとなる。
【００６７】
　シャッタ２０４の装着を完了するため、シャッタ２０４をラッチ２０８の方向にシェル
２００の端縁に沿って摺動させる。シャッタ２０４が溝２２０内を摺動すると、ラッチタ
ブ２２６Ｃ（図１５Ｂに示す）もまた溝２２０に沿って動く。保護フラップ２２４が窓２
３２を覆う位置にシャッタが到達すると、ラッチタブ２２６Ｃがフック２６２のカム表面
２６５と接触する。これは図２７Ａに示される。これによってラッチ２０８が若干曲がり
、フック２６２を窓内へ押し戻す。図２７Ｂに示されるように、ラッチタブ２２６Ｃがフ
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ック２６２を過ぎると、ラッチ２０８は当初の構成に戻り、ラッチタブ２２６Ｃはフック
２６２の掴み表面２６７によってノッチ２６３内で拘束される。これにより、窓２３２が
閉じられる位置でシャッタ２０４がロックされ、光学ディスク２４０のデータ領域２５０
を損傷から保護する。
【００６８】
　図２２はディスクドライブのカートリッジトレー３０に挿入されているカートリッジ２
０の全体図である。図２３Ａ～図２３Ｃはカートリッジトレー３０の領域５０の詳細図で
ある。
【００６９】
　図２３Ａは領域５０の上面図であり、カートリッジ２０がカートリッジトレー３０に挿
入された際にシャッタ２０４を解放するための機構を示している。図２３Ｂおよび図２３
Ｃは領域５０の斜視図である。カートリッジトレー３０は、シャッタレール溝２２０内へ
下向きに突き出す形態、この実施例ではブレード３０２、を含む。カートリッジ２０がカ
ートリッジトレー３０に短い距離だけ挿入されると、ブレード３０２が解放カム２６４の
前縁２６６と接触し、解放カム２６４およびフック２６２を窓内へ押し戻す。図２８Ａ参
照。これによりラッチタブ２２６Ｃが解放され、シャッタ２０４がカートリッジ２０の端
縁に沿って自由に摺動できるようになる。図２８Ｂ参照。その後すぐに、ブレード３０２
はシャッタ２０４の端縁２２５に当接し、ほぼ同時期にカートリッジトレー３０のばね仕
掛けのシャッタ挿入部３０４がシャッタ２０４の端縁壁２２８の開口部２２９に係合する
。ユーザがカートリッジ２０をカートリッジトレー３０内へ摺動させ続けると、ブレード
３０２がシャッタ２０４を静止して保持し、このためシャッタ２０４がカートリッジ２０
の端縁に沿って摺動してカバープレート２０２の窓２３２を開ける。カートリッジ２０が
カートリッジトレー３０に完全に挿入されると、ある形態のディスクドライブ（図示せず
）が凹部２０９（図１２Ｃ）に係合し、カートリッジ２０をカートリッジトレー３０内に
安定して保持する。
【００７０】
　ユーザがディスクドライブからカートリッジ２０を取外すことを望む場合、ユーザは、
そのディスクドライブを凹部２０９から後退させるディスクドライブのボタンを押す。デ
ィスクドライブのばね機構はカートリッジ２０をカートリッジトレー３０から部分的に押
し出し、後縁２１８に隣接するカートリッジの一部を露出させる。ユーザがカートリッジ
トレー３０からカートリッジ２０を手動で取外すと、シャッタ２０４が完全に閉じられて
フック２６２によって係合するまで、シャッタ挿入部３０４はシャッタ２０４の開口部２
２９内に留まる。そしてユーザがディスクドライブからカートリッジ２０を取外し続ける
と、シャッタ挿入部３０４は開口部２２９から持ち上がる。
【００７１】
　図２４～図２６は、スピンドルモータシャフト３０６がどのようにディスク組品２０６
の中心孔２４４に係合するかを示す破断図である。図２４は、このプロセス中に向いてい
るであろう向きのカートリッジ２０を示す図であり、シェル２００は取外されている。図
２５はディスク組品２０６を取外した同様の図である。図２６は、カートリッジがディス
クドライブに完全に装填されたときのカートリッジ２０の下側からの図である。
【００７２】
　図２５に示されるように、スピンドルモータシャフト３０６は、スピンドルモータシャ
フト３０６の突出端部３０９から凹んでいる環状の締付けマグネット３０５を含む。締付
けマグネット３０５はＮｉＦｅまたはＮｉＣｒＦｅなどの永久磁石材料からなり得る。図
２４に示すように、カートリッジ２０がディスクドライブに完全に挿入されると、スピン
ドルモータシャフト３０６が上向きに動いて突出端部３０９を中心孔２４４に挿入する。
突出端部３０９のテーパー表面３０７は、突出端部３０９を中心孔２４４内へ導くのを助
ける。中心孔２４４の直径は４．０１０～４．０２２ｍｍでもよく、突出端部３０９に対
して公差が厳しい。突出端部３０９が中心孔２４４に入ると、締付け磁石３０５が、上述
のように光学ディスク２４０の非データ側に貼付けられている磁気リテーナリング２４２
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を引き付ける、または引張る。ディスクドライブの２つのアライメントポスト（図示せず
）がアライメントホール２２２Ａおよび２２２Ｂに嵌合し、確実にカートリッジ２０が正
確にかつ繰返してディスクドライブ内に位置決めされるようにする。
【００７３】
　上述のこの発明の実施例は例示的なものであり限定的なものではない。この発明の広い
範囲内の多くの代替的な実施例が当業者にとって明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１Ａ】この発明のカートリッジの上部の斜視図である。
【図１Ｂ】この発明のカートリッジの底部の斜視図である。
【図２Ａ】この発明のカートリッジの上部の平面図である。
【図２Ｂ】この発明のカートリッジの底部の平面図である。
【図３】カートリッジの分解図である。
【図４Ａ】閉鎖位置にあるシャッタを示す、プラスチック挿入部およびシャッタを示す図
である。
【図４Ｂ】開放位置にあるシャッタを示す、プラスチック挿入部およびシャッタを示す図
である。
【図５】ラッチの詳細図である。
【図６】シャッタの詳細図である。
【図７Ａ】メタルシースの上部の平面図である。
【図７Ｂ】メタルシースの底部の平面図である。
【図８】ディスクおよびラッチを示すプラスチック挿入部の上面図である。
【図９】図１Ｂに示される断面９－９でとられたカートリッジの断面図である。
【図１０Ａ】カートリッジの保持凹部の場所を示す図である。
【図１０Ｂ】カートリッジの保存凹部の場所を示す図である。
【図１１Ａ】本発明に係るカートリッジの第２の実施例の分解図である。
【図１１Ｂ】本発明に係るカートリッジの第２の実施例の分解図である。
【図１２Ａ】第２の実施例におけるプラスチックシェルを示す図である。
【図１２Ｂ】第２の実施例におけるプラスチックシェルを示す図である。
【図１２Ｃ】シェルの一部を示す図である。
【図１２Ｄ】図１２Ｂの断面線１２Ｄ－１２Ｄでとられた断面図である。
【図１３】第２の実施例におけるカバープレートの上面図である。
【図１４Ａ】図１３の断面線１４Ａ－１４Ａでとられた断面図である。
【図１４Ｂ】図１３の断面線１４Ｂ－１４Ｂでとられた断面図である。
【図１５Ａ】第２の実施例におけるシャッタの構造を示す図である。
【図１５Ｂ】第２の実施例におけるシャッタの構造を示す図である。
【図１５Ｃ】第２の実施例におけるシャッタの構造を示す図である。
【図１５Ｄ】第２の実施例におけるシャッタの構造を示す図である。
【図１６】第２の実施例におけるディスク組品の断面図である。
【図１７Ａ】ディスク組品のデータ側からの上面図である。
【図１７Ｂ】ディスク組品の非データ側からの上面図である。
【図１８Ａ】光学ディスクの中心領域の断面図である。
【図１８Ｂ】光学ディスクの端縁領域の断面図である。
【図１９Ａ】磁気リテーナリングの上面図である。
【図１９Ｂ】磁気リテーナリングの斜視図である。
【図１９Ｃ】磁気リテーナリングの直径に沿った断面図である。
【図２０Ａ】第２の実施例におけるラッチの上面図である。
【図２０Ｂ】ラッチの側面図である。
【図２０Ｃ】第２の実施例におけるラッチの底面図である。
【図２０Ｄ】ラッチキャビティ内に位置決めされるラッチを示す図である。
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【図２０Ｅ】シャッタレール溝内へ突き出すフックおよび解放カムを示す図である。
【図２１】図１２Ａに示される断面線２１－２１でとられた厚い外周壁の断面図である。
【図２２】ディスクドライブのカートリッジトレーに挿入されている本発明に係るカート
リッジの全体図である。
【図２３Ａ】カートリッジがカートリッジトレーに挿入された際にシャッタを解放するた
めの機構を示す、カートリッジトレーの一部を示す上面図である。
【図２３Ｂ】図２３Ａに示される同一構造の斜視図である。
【図２３Ｃ】図２３Ａに示される同一構造の斜視図である。
【図２４】スピンドルモータシャフトがどのようにディスク組品の中心孔に係合するかを
示す図である。
【図２５】スピンドルモータシャフトがどのようにディスク組品の中心孔に係合するかを
示す図である。
【図２６】スピンドルモータシャフトがどのようにディスク組品の中心孔に係合するかを
示す図である。
【図２７Ａ】シャッタが閉じるとシャッタのラッチタブと接触するラッチフックを示す図
である。
【図２７Ｂ】シャッタが完全に閉じられたときのラッチおよびラッチタブの相対的な位置
を示す図である。
【図２８Ａ】カートリッジがドライブに挿入されて解放カムがディスクドライブの特徴に
よって接触されたときにシャッタレール溝の外へ後退させられるフックおよび解放カムを
示す図である。
【図２８Ｂ】図２８Ａに示される状況下でラッチのフックがどのようにラッチタブから解
放されるかを示す図である。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図３】 【図４Ａ】



(18) JP 2009-505328 A 2009.2.5

【図４Ｂ】 【図５】

【図６】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】



(19) JP 2009-505328 A 2009.2.5

【図８】 【図９】

【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】



(20) JP 2009-505328 A 2009.2.5
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【図１３】
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【図１４Ａ】
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【図１５Ｃ】
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【図１７Ａ】 【図１７Ｂ】
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【図１９Ａ】 【図１９Ｂ】
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【図２０Ａ】 【図２０Ｂ】
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【図２０Ｃ】 【図２０Ｄ】

【図２０Ｅ】

【図２１】 【図２２】

【図２３Ａ】
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【図２３Ｂ】 【図２３Ｃ】

【図２４】 【図２５】
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【図２６】

【図２７Ａ】

【図２７Ｂ】

【図２８Ａ】

【図２８Ｂ】
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